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昭
和
五
十
五
年
の
春
、
全
抑
協
鯖
江
支
部
が
結
成
さ

れ
、
引
き
続
き
今
立
支
部
が
結
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

と
き
本
部
よ
り
西
村
副
会
長
さ
ん
と
渡
辺
事
務
局
長
さ
ん

の
お
二
人
が
花
を
添
え
て
御
出
席
下
さ
い
ま
し
た
。
石
川

君
そ
し
て
白
崎
君
も
一
所
懸
命
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
で
七
十
五
人
全
員
が
入
会
し
て
当
時
は
盛
大

だ
っ
た
が
、
年
波
（
大
正
生
ま
れ
）
に
は
勝
て
ず
、
今
は

約
半
数
く
ら
い
で
す
。
で
も
皆
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
ま

す
。
私
も
ア
ン
グ
レ
ン
炭
鉱
で
同
じ
く
苦
労
し
た
石
川
氏

を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
福
井
県

佐
々
木

清
左
夫
）

色
丹
島
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ

福
井
県

豊

田

武

夫

第
一
回
目
の
召
集
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
四
月

十
日
、
敦
賀
第
三
十
六
部
隊
に
入
営
三
カ
月
の
教
育
召
集

を
受
け
、
帰
宅
後
は
出
征
兵
士
の
家
（
誉
れ
の
家
）
の
奉

仕
を
一
カ
月
間
に
四
回
は
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
十
七
年
八
月
よ
り
十
九
年
の
召
集
ま
で
続
き
ま
し
た
。

二
回
目
の
召
集
は
昭
和
十
九
年
七
月
三
日
午
後
、
役
場

か
ら
来
て
小
さ
い
子
供
に
大
切
な
赤
紙
（
召
集
令
状
）
を

渡
し
て
帰
り
ま
し
た
。
夕
方
役
場
に
行
き
、
小
さ
い
子
供

に
大
切
な
赤
紙
を
渡
し
て
と
叱
り
に
行
き
ま
す
と
、「
悪

か
っ
た
、
ど
う
か
ご
勘
弁
願
い
ま
す
」
と
（
留
守
番
の
妹

は
七
歳
く
ら
い
で
し
た
）。

第
二
回
目
の
召
集
で
は
、
敦
賀
第
三
十
六
部
隊
の
雪
中

演
習
場
で
七
日
間
く
ら
い
訓
練
し
、
夜
中
に
大
命
が
下
り

出
発
。
気
比
神
宮
に
参
拝
し
、
四
時
発
の
軍
用
列
車
（
窓

の
ヨ
ロ
イ
戸
を
閉
め
）
で
出
発
、
品
川
駅
で
昼
食
、
車
内

で
宮
城
遙
拝
。
一
路
青
森
に
向
け
て
出
発
、
青
函
連
絡
船

に
て
函
館
に
到
着
、
根
室
ま
で
の
沿
線
各
駅
で
国
防
婦
人

会
の
方
々
の
お
茶
、
バ
レ
イ
シ
ョ
等
の
接
待
を
受
け
感
謝

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

兵
器
受
領
が
で
き
ず
市
内
の
寺
院
（
耕
雲
寺
）
に
七
日

く
ら
い
滞
在
、
夜
十
時
五
ト
ン
ぐ
ら
い
の
漁
船
で
色
丹
島

に
上
陸
、
島
民
た
ち
は
上
機
嫌
で
迎
え
て
く
れ
た
。
島
民
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の
小
さ
な
小
屋
を
軍
に
無
償
で
拠
出
（
私
た
ち
一
分
隊
の

み
）。そ

の
夜
、
イ
カ
の
刺
身
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
の
が
た

た
り
、
翌
朝
下
痢
で
大
変
で
し
た
。
三
日
目
く
ら
い
か
ら

軍
務
に
つ
き
ま
し
た
。
し
か
し
食
料
が
少
な
い
の
で
、
中

隊
よ
り
五
〜
六
人
を
フ
キ
と
り
、
海
藻
ひ
ろ
い
。
残
り
の

兵
は
三
角
兵
舎
作
り
、
雪
が
降
る
と
言
う
の
で
一
生
懸
命

で
す
。
私
は
海
岸
の
大
岩
に
穴
を
掘
り
上
陸
以
来
毎
日
陣

地
作
り
で
し
た
。
小
隊
長
、
分
隊
長
、
私
の
三
人
で
穴
掘

り
で
す
。

た
ま
に
は
小
隊
長
と
巡
察
に
出
て
、
地
方
の
漁
師
と
世

間
話
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
お
も
し
ろ
い
話
が
聞
け
た
。
ま

た
娘
さ
ん
も
軍
隊
の
話
を
聞
か
せ
て
と
寄
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
る
。
偉
い
将
校
さ
ん
よ
り
兵
隊
さ
ん
が
い
い
わ
ね
と

娘
さ
ん
三
、
四
人
で
話
し
て
い
た
。

も
う
そ
の
時
は
戦
争
も
終
わ
り
だ
よ
と
ウ
ワ
サ
話
が
出

て
い
ま
し
た
。

何
し
ろ
陣
地
作
り
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
不
足
で
し
た
。

鉄
棒
と
ハ
ン
マ
ー
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ
掘
っ
て
い
く
の
で
、

仕
事
は
進
み
ま
せ
ん
。
陣
地
作
り
に
自
由
に
火
薬
を
出
せ

ば
陣
地
も
道
路
も
早
く
で
き
た
の
に
と
兵
隊
同
士
で
話
し

て
い
た
。
色
丹
島
に
上
陸
し
て
か
ら
俸
給
は
支
給
さ
れ
た

こ
と
が
な
く
、
甘
味
品
も
少
々
で
し
た
。

三
角
兵
舎
と
陣
地
作
り
の
毎
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
だ

ん
だ
ん
兵
隊
同
士
の
間
で
戦
況
悪
化
の
話
が
広
が
っ
て
き

た
。天

皇
陛
下
の
お
言
葉
が
あ
り
、
島
全
体
の
兵
士
は
集
合

せ
よ
と
の
命
令
が
あ
っ
た
が
、
中
隊
当
番
で
し
た
の
で
、

行
か
ず
に
兵
隊
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。
午
後
二
時
ご
ろ

帰
っ
て
き
た
の
で
、
何
が
あ
っ
た
か
と
聞
く
と
、
戦
争
は

終
わ
り
か
敗
け
た
か
よ
く
分
か
ら
な
い
が
将
校
は
泣
い
て

い
た
よ
、
と
言
っ
て
い
た
。

ソ
連
兵
が
上
陸
す
る
や
武
器
の
返
納
、
軍
隊
手
帳
の
焼

却
、
全
島
兵
士
は
ア
ナ
マ
に
集
合
、
ソ
連
兵
は
見
張
り
で

一
生
懸
命
で
し
た
。
時
々
私
た
ち
が
手
真
似
で
話
す
と
笑

い
な
が
ら
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
。

ア
ナ
マ
で
二
夜
野
宿
で
し
た
。
食
事
は
カ
ン
パ
ン

少
々
、
水
一
杯
も
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
ソ
連
兵
に
従
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う
。
倉
庫
に
は
酒
、
タ
バ
コ
、
缶
詰
等
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

し
た
。
地
方
で
は
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
品
々
で
し

た
。
こ
れ
ら
は
将
校
さ
ん
ら
の
も
の
と
思
い
ま
し
た
。

三
日
後
ソ
連
の
船
に
乗
る
。
一
夜
明
け
昼
ご
ろ
、
樺

太
・
大
泊
で
停
泊
、
松
尾
部
隊
長
が
乗
船
、「
八
髭
に
顎

髭
」
正
に
天
神
様
を
見
る
よ
う
で
す
。
樺
太
で
は
ち
ょ
っ

と
戦
い
ま
し
た
よ
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
松
尾
隊
長
は
「
勇

壮
」
で
し
た
。
ソ
連
兵
は
東
京
へ
帰
る
と
い
う
千
島
の
兵

隊
と
樺
太
の
兵
を
乗
せ
て
東
京
へ
帰
る
の
だ
と
言
う
が
、

だ
ん
だ
ん
変
な
方
向
に
進
む
。
そ
の
と
き
、
あ
れ
は
沿
海

州
だ
、
修
学
旅
行
に
来
た
と
き
と
同
じ
だ
、
間
違
い
無

い
。
船
は
北
へ
北
へ
と
、
翌
日
午
後
三
時
ご
ろ
ソ
フ
ガ
ワ

ニ
港
に
着
く
。

地
方
人
が
子
供
を
連
れ
て
見
に
来
て
い
た
。

機
関
車
は
ま
き
で
走
る
、
貨
車
は
二
段
で
上
下
三
十
人

ず
つ
乗
る
、
暖
房
に
は
ま
き
を
た
く
。
目
的
地
に
は
三
日

後
に
着
い
た
。

見
た
こ
と
も
な
い
囚
人
の
コ
ロ
ナ
、
中
を
見
る
と
一
階

建
て
二
段
の
ベ
ッ
ド
、
一
組
四
人
で
あ
る
。
ト
ン
ボ
と
い

う
三
中
隊
、
内
海
、
牧
山
、
三
田
村
、
内
藤
隊
の
一
部
、

こ
れ
が
私
た
ち
杢
保
小
隊
で
す
。
通
訳
は
神
谷
氏
で
あ
っ

た
。ソ

連
の
将
校
五
人
と
神
谷
さ
ん
が
、
ボ
イ
ラ
ー
士
が
い

な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
た
が
誰
も
い
な
い
の
で
、
つ
い
に
杢

保
小
隊
に
順
番
が
回
っ
て
き
た
の
で
、
豊
田
、
や
り
ま
す

（
若
い
こ
ろ
は
酒
造
場
で
ボ
イ
ラ
ー
助
手
を
し
た
こ
と
が

あ
る
）
と
申
し
出
る
と
、
ソ
連
側
と
小
隊
長
は
喜
ん
で
、

「
ア
ナ
タ
」
は
明
日
か
ら
工
場
に
来
て
く
だ
さ
い
と
の
こ

と
で
、
小
隊
長
と
二
人
で
ボ
イ
ラ
ー
を
見
ま
し
た
ら
、
火

力
（
ま
き
）
だ
け
で
、
メ
ー
タ
ー
は
圧
力
六
十
五
ま
で

で
、
製
材
の
動
力
と
夜
は
電
気
を
送
る
の
で
す
。
五
日
間

く
ら
い
は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
だ
ん
だ

ん
慣
れ
て
き
た
。

昭
和
二
十
二
年
ご
ろ
第
一
回
の
ダ
モ
イ
が
あ
り
、
そ
の

こ
ろ
前
々
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
の
仕
事
を
や
り
た
い
と
申
し
出

て
い
た
木
村
、
藤
原
、
三
山
の
三
人
が
出
て
き
た
の
で
、

ソ
連
側
は
頑
張
っ
て
や
れ
と
喜
ん
で
い
た
。

私
は
原
木
運
搬
役
の
日
本
人
見
回
り
指
導
者
に
つ
き
ま
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し
た
が
、
特
に
馬
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

九
三
％
く
ら
い
の
仕
事
量
で
監
督
は
「
ハ
ロ
ッ
シ
ョ
」

と
上
機
嫌
で
し
た
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
民
主
化
運
動
が
始
ま
り
、
私
は
、
将
校

と
仲
良
し
だ
、
民
主
運
動
に
反
す
る
と
い
っ
て
、
つ
る
し

上
げ
を
二
回
も
受
け
た
が
、
周
り
の
人
が
か
ば
っ
て
く
れ

た
の
で
二
回
で
終
わ
り
ま
し
た
。

一
日
の
仕
事
を
終
え
て
、
今
夜
は
イ
、
ロ
、
ハ
の
三
人

を
つ
る
し
上
げ
だ
、
夕
食
後
集
合
せ
よ
と
指
導
者
よ
り
通

達
あ
り
。
こ
の
指
導
者
は
三
人
く
ら
い
で
、
こ
の
指
導
者

と
仲
良
く
し
ま
た
は
助
手
と
な
れ
ば
外
の
仕
事
に
出
な
く

て
も
よ
い
。
民
主
運
動
の
話
し
合
い
で
は
な
か
な
か
意
見

が
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ア
ク
チ
ブ
に
切
り
落
と
さ
れ

る
者
も
何
人
か
あ
っ
た
。
ア
ク
チ
ブ
と
話
が
合
わ
ず
、
ま

た
つ
る
し
上
げ
と
な
る
。

こ
れ
か
ら
は
外
の
仕
事
を
十
分
（
一
〇
〇
％
）
に
な
る

よ
う
に
頑
張
っ
た
。
監
督
か
ら
は
、
豊
田
は
よ
い
か
ら
ア

ク
チ
ブ
を
や
め
る
よ
う
に
、
ソ
連
側
か
ら
も
除
外
す
る
よ

う
に
と
あ
り
安
心
し
た
。
何
し
ろ
私
は
「
ペ
エ
ル
イ
」
ば

か
り
で
一
級
労
働
者
で
し
た
。
ダ
モ
イ
の
と
き
は
ム
リ
ー

に
集
合
し
て
汽
車
に
乗
車
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ま
で
は
二
日

間
で
し
た
。

私
は
給
金
も
無
く
、
ナ
ホ
ト
カ
で
は
友
人
の
住
所
等
書

い
た
も
の
や
タ
バ
コ
な
ど
は
全
部
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

引
揚
船
信
濃
丸
の
航
海
中
に
大
変
な
事
件
が
あ
っ
た
と

の
話
を
し
て
い
た
。

舞
鶴
港
着
、
ど
う
や
ら
日
本
国
へ
我
が
家
へ
。
金
千
円

渡
さ
れ
た
の
で
、
出
迎
え
の
子
供
や
老
人
の
土
産
に
鉛
筆

四
十
本
を
買
い
ま
し
た
。

大
野
三
番
駅
に
鍬
掛
区
水
野
氏
、
蕨
生
区
広
瀬
氏
と
私

の
三
人
、
十
一
月
五
日
午
後
四
時
頃
到
着
。
自
宅
に
着
い

た
時
に
は
少
々
薄
暗
か
っ
た
の
で
一
言
お
礼
を
申
し
上
げ

た
。し

ば
ら
く
し
て
、
私
が
町
で
買
物
を
し
た
の
を
駐
在
所

が
知
っ
て
い
た
り
、
買
物
に
行
っ
た
店
、
友
人
の
家
に

寄
っ
た
事
な
ど
も
知
っ
て
い
た
。

駐
在
所
よ
り
福
井
市
に
あ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
呼
び
出
し
が
来
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た
。
米
軍
人
が
い
て
、
在
ソ
の
話
、
帰
宅
後
の
身
近
な
話

を
聞
か
れ
た
。
寒
い
の
に
お
茶
も
出
さ
ず
、
持
参
の
弁
当

で
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
ご
ろ
ま
で
事
情
聴
取
さ
れ
ま
し

た
。
帰
っ
て
き
た
も
の
の
仕
事
も
無
く
困
り
ま
し
た
。

同
じ
よ
う
な
呼
び
出
し
は
翌
年
の
二
月
こ
ろ
に
も
あ
り

ま
し
た
。

十
九
年
七
月
よ
り
二
十
四
年
十
一
月
五
日
ま
で
の
留
守

が
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
お
り
、
食
物
の
倹
約
、
物
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
す
。
仕
事
も
真
剣
に
や

り
、
ま
た
農
地
解
放
の
話
を
聞
い
た
り
、
今
ま
で
宅
地
も

無
く
昔
の
水
の
み
百
姓
が
一
躍
大
地
主
と
な
り
、
区
長
や

農
家
組
合
長
等
も
受
け
た
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

現
住
所

福
井
県
大
野
市
堂
本

生
年
月
日

大
正
十
年
三
月
二
十
五
日

昭
和
十
七
年
四
月

敦
賀
第
三
十
六
部
隊
に
入
隊

〃

十
九
年
七
月

〃

〃

〃

色
丹
島
に
転
出

〃

二
十
年
八
月

入
ソ
抑
留
地
ム
リ
ー
、
ソ
フ
ガ
ワ
ニ

〃

二
十
四
年
十
一
月

帰
国

以
後
家
業
に
従
事

区
長
、
東
部
土
地
改
良
委
員
、

農
家
実
行
組
合
長
等
を
歴
任

（
福
井
県

林

俊
男
）

太
平
洋
戦
争
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記

長
野
県

大

沢

正

人

太
平
洋
戦
争
も
黄
昏
を
迎
え
る
昭
和
十
八
（
一
九
四

三
）
年
八
月
徴
兵
検
査
甲
種
合
格
。
十
九
年
一
月
八
日
、

永
年
住
み
慣
れ
た
郷
土
を
村
中
の
皆
さ
ん
に
送
ら
れ
て
出

発
。
高
崎
東
部
三
十
八
部
隊
に
十
日
入
隊
す
。
伊
那
方
面

よ
り
二
百
余
人
、
県
下
各
地
よ
り
大
勢
の
現
役
が
入
隊
。

そ
れ
ぞ
れ
各
内
務
班
へ
配
分
さ
れ
た
。
私
は
重
機
関
銃
中

隊
に
配
属
さ
れ
、
重
機
は
二
十
三
人
と
他
の
一
般
小
隊
よ

り
少
な
い
。
早
速
真
新
し
い
一
装
用
が
支
給
さ
れ
、
今
ま
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